
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

● 今年度、初めて学校の裏にある田んぼを地域の方からお借りし

て、全児童で稲作体験を行った。田植え・稲刈り・手作業で脱穀・

もみすり・精米まで行った。学校公開の時に学校で飯ごうやかま

どを家庭ごとに用意して、精米したお米を親子で飯ごう炊飯を行

い、カレーをかけて食べた。 

 
 

● 小規模校だからできる体験活動である。この体験を通して、児童

は米づくりのたいへんさと食に対する感謝の気持ちを実感する

ことができた。 

● 学校・保護者・地域が連携・協力を行って活動したことにより、

学校に対する理解が深まった。 

 

● 初めて田植えをした。田んぼに入ったら、ぬるぬるしていて気持

ちよかった。でも、手で苗を植えるのはたいへんだった。 

● キャンプで飯ごう炊飯をしたことはあったけど、自分で米とぎか

らしたのは初めてで、楽しかった。すぐに火が消えて枝を集める

がたいへんだったけど、おいしく炊けた。 

全学年 

稲作体験 


